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《業 種 別 総 括 》 

                           27年 9月 

〔漁業〕 

・ ９月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を上回った。広尾沖のいか漁・いわし漁が好
調であった。 

・ 日高沿岸の秋サケ定置漁業（46カ統）は、えりも以東西部（庶野～襟裳岬）陸網の8カ統を皮
切りに、10日までにすべての魚場で解禁された。 

・ 近年ひだか沖でブリの水揚が目立っており、ひだか漁協では本格的なブランド化に着手し、知
名度を高める取組みを始めた。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 好調続く北海道市場の最後を締めくくるオータムセールが、10月5日から新ひだか町の北海道
市場で開催される。126頭の種牡馬産駒751頭がエントリー。昨年は62％の売却率を記録し、今
年もこれまでの3市場はすべて前年を上回る売上げを記録している。 

・ 静内産の新米が24日、初出荷された。品質検査を受けた「ななつぼし」全量が1等米となった。
今年は天候に恵まれ作柄も平年並みで、各地で稲刈が始まっている。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は2,249百万円で前年を1,837百万円上回った。 
・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負

金額)は2,239百万円で前年を1,331百万円下回った。 
・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は11件で前年を4件上回った。 
〔卸・小売業・飲食業〕 

・ しずない農業まつりが11日、静内本町のJAしずない前広場で開かれた。地場産農産品の即売や
もちまき、クイズ、お楽しみ抽選会、阿波踊りなどのイベントを催し、新米や農産物、豚肉の
詰め合わせがもらえ、米や野菜類約100㌔など豪華商品10本が当たるお楽しみ券も数量限定で販
売された。 

・ 浦河町産業まつりは、27日町役場正面駐車場で開かれ、町内外から2,500人（主催者発表）が訪
れた。会場には今が旬のカボチャ、サツマイモなどの野菜、カキ、ナシなどの果物、特別栽培
米の新米、サケやタラコ、イクラなどの水産物や加工品を特売で提供する各種出店が並んだ。 

〔観光・その他〕 
・ 様似町「アポイ岳ジオパーク」は19日、世界ジオパークネットワーク事務局から、世界ジオパ 

ークに認定された。地元・町民らは、大きな喜びに沸いた。世界ジオパーク認定は、道内では 
洞爺湖有珠山についで2か所目で、国内では8か所目となる。アポイ岳の特有な高山植物やカン 

ラン岩が世界的に貴重な自然公園として位置づけられた。 

・ えりも町内のハート型の豊似湖を上空からヘリコプターで遊覧するツアーが人気となっている。 
ＪＴＢ北海道の主催で19日からスタート、遊覧飛行期間は10月5日までとなっている。 

〔雇用〕 
・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は、前年の倍率を上回った。 

〔総括〕 
漁業は、漁獲量、漁獲金額ともに前年を上回った。広尾地区で、いか漁、いわし漁が好調であ
った。軽種馬生産業は、これまでの3市場がすべて前年を上回る売上げ、平均価格を記録してお
り、今年最後のオータムセールも期待されている。建設業の月中請負金額（北海道建設業信用
保証㈱の保証金額）は前年を下回る水準となった。雇用環境は着実な回復を示しているが、職
種による求人格差が見られ、ミスマッチは改善されていない。地区内の景況は、各地で産業ま

つりなどが開催され、地場産の農産品や水産物、加工品を求める人々でにぎわいを見せたもの
の、全体としては、回復の足踏み状態が続いている。 
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＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい、定置網漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､いわし､さんま、いか漁等。 

    総漁獲量 20,172t・金額 4,366百万円(前年同月比 7,843ｔ増･555百万円増)。 

 

底曳き網漁………… 3,539ｔ・   449百万円 ( 同   1,473ｔ減・   83百万円増 ) 

さけ・ます流し網漁…     10ｔ・     5百万円 ( 同       1ｔ増・   2百万円増 ) 

定置網漁……………  4,521ｔ・ 2,099百万円 ( 同      229ｔ減・  131百万円増 ) 

かれい漁……………     45ｔ・    17百万円 ( 同       23ｔ増・   9百万円増 ) 

たこ漁………………    55ｔ・    26百万円 ( 同        6ｔ減・   7百万円減 ) 

つぶ漁………………    168ｔ・   205百万円 ( 同       1ｔ減・  45百万円増 ) 

うに漁……………… 8ｔ・     8百万円 ( 同       2ｔ増・   増減なし ) 

さんま漁……………    248ｔ・    65百万円 ( 同      319ｔ減・    4百万円減 ) 

めぬけ漁……………      2ｔ・     1百万円 ( 同        2ｔ減・     増減なし ) 

きちじ漁……………     4ｔ・     6百万円 ( 同       2ｔ減・    1百万円増 ) 

いか漁………………  1,538ｔ・   612百万円 ( 同     724ｔ増・  383百万円増 ) 

いわし漁……………  9,385ｔ・   387百万円 ( 同   9,385ｔ増・  387百万円増 ) 

たらすけそ漁………     27ｔ・     8百万円 ( 同      16ｔ増・   6百万円増 ) 

昆布………………… 334ｔ・   414百万円 ( 同    299ｔ減・  466百万円減 ) 

その他………………    288ｔ・    64百万円 ( 同     23ｔ増・  15百万円減 )  

 

・ ９月の総水揚げは、漁獲量、漁獲金額ともに前年を大幅に上回った。いか漁は日高地区で大き

く数量を減らしたものの、広尾地区で増加、また、いわし漁が近年にない水揚げとなり大きく

伸びた。 
 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ 好調が続く北海道市場の最後を締めくくるオータムセールが、10月5日から新ひだか町の北海

道市場で開催される。126頭の種牡馬産駒751頭がエントリー。種付料でいえば2013年当時「無

料」だった種牡馬産駒から、受胎条件800万円でブックフル表記のスティゴールドまで幅広い

層から馬が集められている。昨年は62％の売却率を記録し、今年もこれまでの3市場はすべて

前年を上回る売上げを記録している。 

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数117頭（前年126頭）金額10,599万円（同9,915万円)。 

 価格は、子牛が63万円(前年55万円)、肥育牛は117万円(同102万円)。えりも地区は10ヶ 

月素牛が出荷頭数58頭(同62頭）金額は3,586万円（同3,254万円）。価格は牡が67万円 

(同55万円) 牝は55万円(同49万円)。 

＊〔花き栽培〕 

・ 9月の花き出荷実績は、980千本、金額104,057千円（前年1,159千本、122,909千円）。 

＊〔農作物の生育状況〕 

・ 水稲の収穫は平年並みに進んでいる。牧草の2番草収穫は平年より早く終了した。サイレージ

用とうもろこしの収穫は平年並みに進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～広尾地区）工事は、件数56件、金額2,249百万円（前年40件、412百万円）。 

工事発注状況をみると、件数は前年同月比16件増加、金額は1,837百万円上回った。 

・ 日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、2,239百万円(北海道建設業信用保証㈱の保証 

 請負金額)。前年同月比1,331百万円・37.3％減少。4～9月累計では19,921百万円、同比1,917百万

円・8.8％下回った。 

＊〔建設業〕 

・ 社会福祉法人様似福祉会は、法人所在地にある特別養護老人ホーム様似ソビラ荘と隣接する老人福祉

寮エンルム荘を、同町朝日丘の旧様似中跡地に移転し改築する。規模はＲＣ造、2階、延べ6,323㎡で、

本体工事に約20億円を試算。8月中旬の着工、2017年2月の完成を予定している。同法人は、11年3

月の東北地方太平洋沖地震による津波で、床上約10ｃｍまで浸水する施設被害を受けたことから移転

を決め、旧様似高に移った様似中の跡地が海岸からも離れ防災面でも適しているため、移転先とした。

敷地中央に整備する新施設は、エンルム荘と管理事務所機能を集積する棟、様似ソビラ荘を中心とす

る棟の2棟を整備し、渡り廊下でつなぐ。病床数は、ソビラ荘が6ユニット60床、エンルム荘は16

床となる。本体工事の建設費は町と道の補助金で賄う。町は15年度予算案に4億2,390万円を計上。 

＊〔建築確認申請〕 

・ 9月中受付建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は11件で前年（7件）比4件上回った。 
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＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が 551ｔ(前年484ｔ)で前年比14％の増加。出荷金額

は8,593千円（同7,471千円）で同比15％の上昇となった。 

＊〔製 材〕 

・ 建築素材、製材等は前年同月比横ばい。 

  
 

 

 

 

 

＊〔卸売業〕 
・ 野菜類は道内産が8割を占めている。天候の影響でレタス、ブロッコリー、キュウリ、キャベ

ツ、ハクサイは2割ほど高値で推移した。果物類は、7割が本州産、3割が道内産で全体的にほ
ぼ前年並みで推移している。余市産のぶどうはやや高値で推移している。本州産は、7・8月の
台風で9月の出荷に影響が出ている。 

＊〔小売業・飲食業〕 
・ ｢浦河町産業まつり｣は27日、町役場正面駐車場で開かれた。地場産食材を使った飲食物では、 

和牛改良組合青年部による黒毛和牛の串焼きや、イチゴ生産振興会による「すずあかね」の手 
作りパフェやアイスの販売でにぎわい、イチゴはいずれも午前中に完売した。殻付ホタテの炭 

火焼きにも行列が出来た。町内産の農林水産物を一堂に販売・展示することで地産地消を推進 
するまつりで、会場には、今が旬のカボチャ、サツマイモなどの野菜、カキ、ナシなどの果実、 
特別栽培米の新米、サケやタラコ、イクラなどの水産物や加工品の各種出店が並んだ。 

・ ｢しずない農業まつり」が11日、静内本町のＪＡしずない前広場で開かれた。まつりは、紅白の
もちまきで開幕し、秋野菜やブランド米「万馬券」の新米販売、ジャンボカボチャやミニトマ
ト重量当てクイズ、玉ネギ詰め放題などたくさんのイベントを催した。 

・ 新ひだか町商工会は6月の「町プレミアム商品券」に続き、歳末・年始商戦に向け11月に20％お
得な第2弾の「町地域商品券」を総額1億8千万円分（うちプレミアム分3千万円）発行する。前
回と同じ事前予約販売方式で、10月始めから全世帯に専用申込用紙を配布し、町商工会に持参
か郵送で申し込む。使用期間は11月25日から2月11日まで。 

・ 新ひだか町が建物を所有する旧商業施設「ピュア」について、町に出店を申し込んでいた「エ

イチ・エフ企画」が11月にも、飲食店をオープンさせることが明らかになった。2012年2月に1
階の全店舗が閉店して以来、約3年半ぶりに再開する。 

＊〔観光・その他〕 
・ 風景を楽しみながら歩く第22回全道フットパスの集いが26日、日高管内様似町で2日間の日

程で開催された。貴重な地質や地形を持つとしてアポイ岳を含む同町全域が19日に世界ジオパ
ークに認定され、札幌や旭川などから参加した約60人は雄大なアポイ岳を見上げながら散策を
満喫した。 

・ 高級魚「マツカワ」知名度向上のため漁協中心に活動強化。 
えりも以西栽培漁業振興推進協議会は、えりも町以西の漁協や市町村など関係機関で発足。マ
ツカワは、うま味と歯応えが特徴の高級魚だが漁獲量は10ｔにまで激減、同協会は各市町村で
稚魚放流に取組み昨年は漁獲量119ｔにまで回復させた。しかし、知名度不足から需要が伸び
ないことから10月末から11月末にかけ、胆振、日高、渡島管内に加え、札幌のホテルなどに
無償提供し宿泊客に味わってもらい、知名度を向上させるイベントを開催する。 
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＊〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は、0件 （前年同月0件） 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、0件 （前年同月0件） 

＊〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は22件(前年同月21件)、負債総額は35億4千万円(同73億8千万円)、倒産件

数は前月比4件減少、前年比では1件の増加となった。           （東京商工リサーチ） 

＊〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は673件(前年同月827件)、負債総額は2,709億円（同1,368億円）。倒産件数

は前月比41件増加、前年比154件の減少となった。 

＊〔雇 用〕 

・ ９月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.20倍で前年比0.11ポイント増加、前月比では0.03ポ

イント減少した。有効求人数は885人で前年比15人、前月比8人の増加となった。有効求職者

数は738人で前年比59人の減少、前月比では24人の増加となった。全道の月間有効求人倍率は

1.01倍で前年比0.13ポイント、前月比では0.03ポイントの増加となった。 

 

 

 
 
 
＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
  9／13 第29回 セントウルステークス                       （ＧⅡ） 

    アクティブミノル号  （新ひだか町  フジワラファーム 殿生産） 
 

倒産・雇用状況 

その他 
 

＊平成27年度日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲速報 （累計前年対比）（9月30日現在） 
 

 

地   区 

 

組  合  名 

（旧漁協名） 

 

漁場数 

 

漁獲重量

(ｋｇ) 

 

前年重量 

（ｋｇ） 

 

前年比 

（％） 

 

漁獲金額 

（千円） 

 

前年金額 

（千円） 

 

前年比

（％） 
         

えりも以東 庶 野 5 724,021 1,049,139 69.0 352,033 435,918 80.8 

西  部 え り も 町 3 266,366 271,817 98.0 110,320 111,610 98.8 

（庶野～襟裳） 合 計 8 990,387 1,320,956 75.0 462,353 547,528 84.4 

 え り も 町 9 1,025,943 964,847 106.3 480,373 404,885 118.6 

 冬 島 3 372,776 198,912 187.4 168,729 82,642 204.2 

 様 似 4 417,750 169,101 247.0 196,980 73,842 266.8 

えりも以西 浦 河 4 171,873 112,943 152.2 81,074 47,780 169.7 

日  高 荻 伏 2 134,384 139,723 96.2 63,153 62,046 101.8 

（襟裳岬～門別） 三 石 3 110,357 94,539 116.7 51,578 40,971 125.9 

 静 内 6 180,183 152,682 118.0 83,829 65,234 128.5 

 新 冠 3 138,889 125,740 110.5 64,371 54,786 117.5 

 門 別 町 4 110,280 56,119 196.5 50,995 23,410 217.8 

 合 計 38 2,662,435 2,014,606 132.2 1,241,082 855,596 145.1 

日高管内合計 46 3,652,822 3,335,562 109.5 1,703,435 1,403,124 121.4 

 



 

６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成27年9月現在)   (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,407 -98 -8 2,633 -25 -5 

日 高 町 12,596 -239 -17 6,348 -34 0 

新 冠 町 5,748 0 3 2,729 28 -2 

新 ひ だ か 町 23,853 -478 -44 11,953 -118 -26 

浦 河 町 13,060 -271 -15 6,821 -69 -12 

様 似 町 4,657 -60 -10 2,258 6 -6 

え り も 町 5,086 -59 5 2,177 21 1 

日高地区合計 70,407 -1,205 -86 34,919 -191 -50 

広 尾 町 7,320 -181 -3 3,487 -3 4 

大 樹 町 5,785 -78 -4 2,657 4 -6 

日高･十勝地区合計 83,512 -1,464 -93 41,063 -190 -52 

札 幌 市 1,941,078 6,137 523 1,026,122 11,422 875 

江 別 市 119,587 -748 21 55,530 294 69 

石 狩 市 59,141 -308 -38 27,106 111 -3 

北 広 島 市 59,412 -252 11 26,884 191 41 

恵 庭 市 68,974 24 -53 31,688 350 6 

千 歳 市 95,765 339 10 47,176 536 -4 

石狩地区合計 2,343,957 5,192 474 1,214,506 12,904 984 

苫 小 牧 市 173,800 -336 1 86,962 607 64 

厚 真 町 4,720 12 4 2,132 29 6 

む か わ 町 8,818 -251 -31 4,428 -68 -10 

胆振地区合計 187,338 -575 -26 93,522 568 60 

営業区域合計 2,614,807 3153 355 1,349,091 13,282 992 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                   (資料出所:各市町村) 

 

 

 

２ 労働需給状況(平成27年9月) （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 885 87,409 1.72 6.52 0.91 0.93 

月間有効求職者数 738 86,459 -7.40 -6.82 3.36 -1.71 

月間有効求人倍率 1.20 1.01 0.11 0.13 -0.03 0.03 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

 

３ 建築確認申請(平成27年9月) （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 11 4 4 

(新ひだか町～広尾町) 27/4～27/9累計 73 -2  

(資料出所:各市町村) 

  



 

７ 

 

 

 

４ 企業倒産状況(平成27年9月)                        （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 22 354 1 -384   
全   国 673 27,090 -154 13,410   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成27年9月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

126,101 2.27 0.58 48,845 -1.34 1.58 

                                 （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 27年9月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 250 -26.47 -9.09 

交換金額 251 -24.85 -3.83 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

9月中の気象状況                             (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返したも

の(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 17.6 61.0 188.0 0.3 43.3 117.9 

広   尾 16.2 249.5 159.5 0.2 94.4 117.7 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成27年9月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 99,184 -1.8 48,833 -4.6 148,017 -2.7 

新ひだか町三石 29,308 2.0 20,024 0.7 49,332 1.5 

浦 河 町 63,878 -2.1 28,028 2.5 91,906 -0.8 

様 似 町 26,657 -0.7 11,850 -4.9 38,507 -2.0 

え り も 町 27,575 -2.1 11,597 5.6 39,172 0.1 

広 尾 町 36,327 0.8 16,344 2.7 52,671 1.4 

＊ 広尾町は27年8月分                              (資料出所：各町) 
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日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙啓発高校生出前講座について 
本年６月の公職選挙法の改正により、選挙権年齢が18歳に引き下げられ、平成28年に予定さ

れている参議院議員通常選挙から適用される見込みです。 
北海道選挙管理委員会では、将来の政治参加を促すため高校生を対象とした出前講座を実施して

おり、本年度は新たに全道の高等学校を対象として、希望のあった45校での実施を決定しました。 
日高管内では、日高町の北海道富川高等学校と浦河町の北海道浦河高等学校の２校を対象とし、

１０月１６日（金）に全道の先陣を切って富川高校で３年生を対象に実施しました。 
 

☆富川高校の出前講座の様子☆ 
 
◇選挙に関する講義 
北海道選挙管理委員会事務局の職員から選挙制度の概要、近年における若年層の投票率の状況な

どの説明を受け、選挙や投票参加の意義等について理解を深めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
◇グループ討議及び模擬投票 
飲酒・喫煙年齢を「20歳以上」、「18歳以上」、「学生を除く18歳以上」、「22歳以上」

にすべきと主張する４名の候補者を設定し、誰の主張に賛同するかをグループで討議し、結果を発
表後、模擬投票を行いました。 

 

１０月に北海道富川高等学校で行った選挙啓発高校生出前講座について、ご紹介します。 

主な取組など 

（生徒の皆さんは真剣に授業を聞いて、熱心に学んでいました） 

（生徒の皆さんが自ら考え、活発な討議が行われていました） 

●北海道選挙管理委員会事務局日高支所（日高振興局地域政策課市町村係：0146-22-9074） 



 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成28年3月31日(木）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   

※ ひだかしんきん「空き家サポートローン」の取扱を開始しました！ 
空き家の損壊が原因でご近所に迷惑をかけないか心配・・・ 
空き家を解体したいけれどお金はどうしよう・・・ 

◎ご利用いただける方   ：満20歳以上でしんきん保証基金の保証が得られる方。 
◎お使いみち          ：空き家解体費用および附帯する諸費用などに。 
◎ご融資金額         ：500万円以内 
◎ご融資期間         ：1年以上20年以内 
◎ご融資利率（※変動金利）  ：年2.20％または2.10％（リピートプラン該当の方） 
◎最優遇利率（※変動金利）  ：年2.00％または1.90％（自治体から空き家解体に伴う補助金を受給される方） 
◎担保・保証人        ： 不要です。 
 

※ ひだかしんきん「空き家リノベーションローン」の取扱を開始しました！  
空き家をリフォームして賃貸したい・・・ 
空き家をとり壊して敷地を駐車場に造成したい・・・ 

◎ご利用いただける方   ：満20歳以上で完済時の年齢が76歳以下の方、㈱ジャックスの保証が得られる方。 
◎お使い道          ：空き家を賃貸するための改築・改装の費用、空き家解体後の駐車場等の造成費用や土地

の有効活用に係る各種設備費用、空き家の防災・防犯上の設備対策資金。 
◎ご融資期間         ：1年以上10年以内 
◎ご融資金額         ：500万円以内 
◎ご融資利率（※変動金利）  ：年2.70％ 
◎最優遇利率（※変動金利）  ：年2.50％（自治体から空き家の解体及び、空き家を賃貸するための改築等に伴う補助金を

受給される方） 
◎担保・保証人        ： 不要です。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成27年4月1日（水）～平成28年3月31日（木） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成27年4月1日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。  

※ ひだかしんきん「カーライフローン」キャンペーン中！ 

●取扱期間 平成27年4月1日（水）～平成28年3月31日（木） 
お取引金利  変動金利型：標準金利3.20％→最優遇金利1.30％（保証料は別途加算） 

固定金利型：基準金利4.00％→最優遇金利2.10％（保証料は別途加算） 
子育て応援低減年▲0.30％、29歳以下限定年▲0.20％ 

※適用されるお取引金利は、当金庫とのお取引内容により異なります。 
※子育て応援低減は、18歳以下のお子様がいる方が対象となります。18歳以上でも、大学や各種専門学校等に通われてい
る場合は低減の対象となります。 

◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
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ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 
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